
本レポートは、2025年8月22日に三井物産戦略研究所が発表した「特許分析で見る半導体の技術競
争～揺らぐ国際協調と求められる知財戦略」について、学術的・方法論的観点から分析の妥当性を包
括的に検討したものである。特許分析を用いた政策提言型レポートの信頼性評価は、現代の技術政策
立案において極めて重要な意義を持つ。

特許分析における最も根本的な問題は、特許件数による量的評価と特許の質的価値との間の大きな乖
離である。2021-2022年の世界特許出願総数340万件のうち、中国が55%を占める状況は、単純な
件数比較による技術力評価の危険性を如実に示している。中国の有効特許件数が360万件と初めて米
国を抜き世界1位となった一方で、特許の技術的価値や経済的インパクトは件数とは必ずしも相関し
ない。

学術研究においても、特許の陳腐化率が時間経過とともに加速度的に上昇することが実証されてお
り、特に技術変化の激しい半導体分野では分析時点で既に技術的価値を失っている特許が相当数存在
する可能性がある。また、Weibull分布を仮定した分析では、従来の指数分布仮定による一定陳腐化
率モデルよりも現実に近い変動する陳腐化率が示されている。

特許分析の信頼性を大きく左右するのが国際特許分類（IPC）システムの限界である。特に半導体分
野では、チップレット技術やAI半導体など新興技術が既存の分類体系に適合せず、分析対象の特許集
合作成において systematic bias が生じる可能性が高い。

韓国特許庁の事例では、技術・産業分類と特許分類間の連携表作成により特許ビッグデータ活用の土
台を整備しようとしているが、このこと自体が現行分類体系の不完全性を示している。IPランドスケ
ープ分析においても「漏れ・ノイズの無い構成要件が似た特許の集合」作成の困難性が指摘されてお
り、分析対象設定の段階で既に methodological bias が介入する構造的問題がある。
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半導体産業は**「Moore's Law」に象徴される急速な技術進歩**を特徴とし、18-24ヶ月で性能が倍
増する技術領域である。この技術革新速度は特許分析の時間軸と根本的に矛盾する。特許出願から公
開まで最大18ヶ月、審査・登録まで数年を要するため、分析対象となる特許データは常に2-5年の時
間遅れを含んでいる。

さらに、企業の研究開発戦略として営業秘密化を選択するケースが増加しており、特に競争優位性の
高い技術ほど特許出願されない傾向が強まっている。これは「特許出願＝技術開発活動」という前提
そのものを無効化する要因となっている。

2018年以降の米中技術覇権競争は、半導体分野の特許出願戦略を根本的に変化させた。中国のファ
ーウェイは2017年の30件から2022年の900件超へとチップレット関連特許を急増させており、これ
は純粋な技術開発ではなく地政学的な知財囲い込み戦略の側面が強い。

このような戦略的特許出願の急増は、従来の技術力指標としての特許分析の妥当性を著しく損なう。
日米欧による「有志国連携」と中国による「技術的自立」政策の対立構造下では、特許出願動向は技
術開発の実態よりも政治的・戦略的意図を反映する傾向が強まっている。

半導体産業は活発なM&A活動を特徴とし、企業買収による特許権移転が頻繁に発生する。この結果、
特許権者名義と実質的な技術開発主体が乖離し、時系列分析の継続性が損なわれる。権利移転を反映
した集計を行う企業ランキングの存在自体が、この問題の深刻性を示している。

特に注目すべきは、Zglue社から中国の奇普楽（チップラー）への特許売却事例のように、技術流出
を意図しない特許移転が技術競争力の国際分布を歪める点である。このような事例は公開情報からは
把握困難であり、分析の前提となるデータ品質を根本的に損なう。

特許分析では成功した企業や存続している企業のデータのみが分析対象となりやすく、生存者バイア
ス（survivor bias）の影響が深刻である。科学技術・学術政策研究所の研究では、特許出願が企業生
存率に与える効果分析において、このバイアス除去の重要性が指摘されている。

また、特許データベースへの収録基準や検索精度の限界により、中小企業や新興企業の特許が十分に
捕捉されない問題もある。これは特に破壊的イノベーションを生み出しやすいスタートアップ企業の
貢献を過小評価する結果をもたらす。
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三井物産戦略研究所のような戦略研究機関は、政策提言を主目的とする実用指向の分析を特徴とす
る。これは学術研究とは異なる価値体系と時間制約の下での分析であり、以下の構造的制約を内包し
ている：

迅速性要求による分析深度の制限：政策決定タイミングに合わせた短期間での分析完了が求められる
ため、データ検証や多角的検討の時間が不足しがちである。

スポンサーシップの影響：三井物産グループの事業利益と整合する分析結果への無意識のバイアス
や、政策立案者のニーズに適合する結論への誘導が生じる可能性がある。

学術査読プロセスの不完全性：大学や学術機関のような厳格な同僚評価（peer review）システムが
確立されていない。

OECDの特許情報分析事例では、政策検討のエビデンスとして特許分析を活用する際の重要な原則が
示されている。12の部局に跨る多様な政策分野での活用実績は、特許分析の政策的有用性を示す一方
で、分析目的や文脈に応じた適切な手法選択の重要性も浮き彫りにしている。

特に注目すべきは、**「特許分析結果の政策検討への活用は、分析の限界を十分理解した上で行う必
要がある」**というOECDの見解である。これは三井物産戦略研究所レポートの評価において重要な
判断基準となる。

半導体特許の国際比較分析では、各国の特許制度・審査基準・出願文化の違いが重要な影響を与え
る。日本の総務省情報通信白書によれば、日本の特許出願数は2000年代半ばから減少傾向にある一
方、中国・米国では増加している。しかし、この傾向の背景には各国の制度的要因が深く関わってい
る：

日本の質重視政策：2000年代以降、量から質への転換政策により、出願件数は減少したが特許の技
術的価値は向上している。

中国の量的拡大政策：特許奨励政策により出願件数は急増したが、特許の質的評価では課題が指摘さ
れている。

米国の市場指向制度：特許の商業的価値を重視する制度設計により、実用性の高い特許が多い。

これらの制度的差異を適切に調整せずに単純比較を行うことは、fundamentally flawed

methodologyと言わざるを得ない。
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国際特許分析におけるもう一つの重要な課題は、パテントファミリーの概念と各国への重複出願の取
り扱いである。WIPO統計では、パテントファミリー数により同一発明の重複カウントを防いでいる
が、三井物産戦略研究所レポートがこの調整を適切に行っているかは重要な検証ポイントである。

また、為替レート変動や各国の経済規模の違いも考慮すべき要因である。特許出願費用の相対的負担
や研究開発投資規模の差異を無視した比較は、誤った結論を導く可能性が高い。

レポートタイトルにある「揺らぐ国際協調」という表現は、定性的な現状認識としては妥当性がある
ものの、特許分析データによる定量的実証が十分であるかは疑問である。国際協調の「揺らぎ」を測
定する指標として特許分析がどの程度有効かは、方法論的に明確でない。

実際の政策文書では、「サプライチェーンの強靭化」「基幹インフラの安全性・信頼性の確保」「官
民技術協力」が重点領域とされており、これらは特許分析よりも貿易統計や企業提携データによる分
析が適している可能性がある。

「求められる知財戦略」についての政策提言の妥当性は、既存の知財政策の評価・検証に基づいてい
るかが重要な判断基準である。知的財産推進計画2024や2025では、エビデンスに基づく政策形成の
重要性が強調されており、過去の知財戦略の成果評価なしに新たな戦略を提言することの問題が指摘
されている。

特に、IPランドスケープの普及やAI活用による特許分析の効率化など、既に政府が推進している施策
との整合性や差別化が明確でないまま同様の提言を行うことは、政策的付加価値が低い。

収集した情報に基づき、以下の評価フレームワークにより三井物産戦略研究所レポートの妥当性を総
合評価する：

データソースの信頼性：部分的に問題あり。特許データベースの選択基準や前処理方法の透明性が不
十分。

分析手法の妥当性：要改善。量的分析の限界への配慮や質的評価指標の併用が必要。

国際比較の公正性：問題あり。制度的・文化的差異の調整が不十分。

結論の実証可能性：限定的。他の独立研究による検証可能性が低い。

政策提言の具体性：要改善。実現可能性や優先順位の根拠が不明確。
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多元的データソース活用：特許データに加え、論文データ、企業財務データ、標準化動向などの統合
分析が必要である。

質的評価指標の導入：特許の被引用回数、技術的価値指標、市場化成功率などの質的指標を併用すべ
きである。

専門家パネルによる検証：技術専門家、法律専門家、政策専門家による多角的レビューシステムの導
入が重要である。

分析結果の不確実性明示：統計的信頼区間、感度分析結果、代替仮説による結果の違いを明示するこ
とで、政策決定者に適切な判断材料を提供すべきである。

三井物産戦略研究所の「特許分析で見る半導体の技術競争」レポートは、重要な政策テーマを扱った
時宜を得た分析である。しかし、学術的・方法論的観点からは以下の重要な改善点が指摘される：

1. 分析手法の透明性向上：データ処理方法、分析対象の選択基準、バイアス除去の対策について詳細
な説明が必要である。

2. 分析結果の限界の明示：特許分析の構造的限界と結論の不確実性を明確に示し、過度の一般化を避
けるべきである。

3. 多角的検証の実施：単一の分析手法に依存せず、複数のアプローチによる交差検証が必要である。

4. 政策提言の具体化：既存政策との差別化や実現可能性の根拠を明確にし、実行可能な政策オプショ
ンを提示すべきである。

5. 利害関係の開示：三井物産グループの事業利益と分析結果の関係について、透明性のある開示が求
められる。

現代の技術政策立案においては、**エビデンスに基づく意思決定（Evidence-Based Policy

Making）**の重要性が国際的に認識されている。戦略研究機関による政策提言レポートも、この原
則に従い、より厳密な学術的品質管理の下で作成されることが望ましい。

特に半導体分野のような技術変化が急速で地政学的影響が大きい領域では、分析の限界を十分に理解
した上での慎重な政策判断が不可欠である。本レポートの分析が今後の知財政策立案における実証性
向上に寄与することを期待したい。
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